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mini kitにてDNAを抽出し、QuantiTectTM SYBR® Green PCR kit にてreal-time PCRを行い、
サンプル中のHSV-DNAコピー数を定量し、臨床診断や治療経過と比較検討したものである。
その結果、角膜ヘルペスをはじめとする前眼部ヘルペス関連疾患においてreal-time PCR
が簡便で有用な検査であることを確認し、HSV-DNAが104コピー以上認められれば、
real-time PCR単独でHSVを病因と考えられた。しかしHSV-DNAが低コピー数の場合は、その
結果に加えて臨床所見及び治療薬剤に対する反応性などを照らし合わせてHSVが病因であ
るか否かの検討が必要であると考えられた。 
本論文の内容は、前眼部ヘルペス関連疾患においてreal-time PCRが簡便で有用な検査であ
り、これまで診断し得なかった症例に対しても極めて有用な情報をもたらす可能性を示唆
し、明らかに学術水準を高めたものと認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
